
 

生
。「
今
回
延
期
さ
れ
た
か
ら
と
い

っ
て
『
記
述
式
問
題
は
必
要
な
い
。

マ
ー
ク
式
問
題
だ
け
で
い
い
ん

だ
』
と
生
徒
が
思
っ
て
し
ま
う
の

は
怖
い
で
す
」
と
話
す
。
マ
ー
ク

式
問
題
ば
か
り
解
い
て
い
る
と
、

用
語
を
暗
記
す
る
こ
と
が
重
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
山

田
先
生
は
、
そ
の
問
題
を
解
決
し

よ
う
と
し
て
い
た
の
が
記
述
式
問

題
の
導
入
だ
、
と
し
て
「
自
分
の

考
え
を
記
述
す
る
こ
と
が
学
問
。

本
来
、
大
学
入
試
は
記
述
で
や
る

べ
き
も
の
で
す
」
と
論
じ
た
。 

改
革
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
だ

け
で
な
く
、
な
ぜ
こ
の
改
革
を
実

行
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
そ

の
本
質
を
考
え
る
こ
と
も
大
切
だ

と
い
う
。
「
『
な
ぜ
な
の
か
』
と
疑

問
を
持
っ
て
考
え
る
こ
と
が
必
要

で
す
」
と
語
っ
た
。 

 

共
通
テ
ス
ト
プ
レ
問
題
に
挑
戦 

 

前
号
の
第
１
弾
で
は
１
、
２
年

生
を
対
象
に
新
大
学
入
試
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
錦
城
生

か
ら
は
、
採
点
者
の
中
に
大
学
生

の
ア
ル
バ
イ
ト
が
含
ま
れ
る
こ
と

や
、
自
己
採
点
の
正
確
性
に
対
す

る
不
安
の
声
が
多
く
挙
が
っ
た
。 

そ
し
て
、
延
期
の
大
き
な
要
因

と
な
っ
た
採
点
者
の
質
の
確
保
、

受
験
生
の
自
己
採
点
の
難
し
さ
を

検
証
す
る
た
め
、
新
聞
委
員
会
編

集
部
は
、
11
月
20
日(

水)

に
記
述

問
題
の
採
点
を
行
っ
て
み
た
。 

問
題
は
平
成

29
年
度
の
共
通

テ
ス
ト
プ
レ
問
題
の
国
語
・
数
学

Ⅰ
Ａ
を
使
用
し
、
試
験
時
間
は
国

語
１
０
０
分
、
数
学
Ⅰ
Ａ
70
分
。

国
語
、
数
学
Ⅰ
Ａ
の
記
述
は
、
そ

れ
ぞ
れ
錦
城
生
２
人
に
生
徒
役
と

し
て
協
力
し
て
も
ら
い
、
行
っ
た
。

国
語
記
述
は
、「
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・

オ
」
の
５
段
階
評
価
。
採
点
は
自

己
採
点
・
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
役
に

よ
る
採
点
・
教
師
に
よ
る
採
点
の

計
３
つ
の
方
法
で
行
い
、
学
生
ア

ル
バ
イ
ト
役
と
し
て
国
語
・
数
学

Ⅰ
Ａ
に
そ
れ
ぞ
れ
３
人
ず
つ
計
６

人
の
編
集
委
員
（
※
）
、
教
師
に
よ

る
採
点
と
し
て
数
学
・
松
下
真
由

美
先
生
、
現
代
文
・
奥
嶋
陽
翔
先

生
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。 

(

※
記
述
式
問
題
の
採
点
を
行

う
ベ
ネ
ッ
セ
の
関
連
会
社
は
、
各

 

吹
奏
楽
部 

 

12
月
18
日(

水)

、
ル
ネ
こ
だ
い

ら
大
ホ
ー
ル
で
吹
奏
楽
部
の
第

41
回
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
か
れ
た
。 

学
教
授
の
相
葉
玲
さ
ん
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
。
相
葉
さ
ん
に
よ
る
と
、

教
育
学
を
学
ん
だ
生
徒
の
多
く

は
、
学
校
の
教
師
や
地
方
公
共
団

体
の
公
務
員
に
な
る
と
い
う
。
ま

た
、
教
育
学
の
魅
力
を
、
子
ど
も

た
ち
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
無
限

大
の
力
が
あ
る
と
こ
ろ
、
と
力
強

く
語
っ
た
。 

最
後
に
、
講
義
に
参
加
し
た
錦

城
生
へ
「
ど
の
よ
う
な
使
命
感
を

持
っ
て
教
育
現
場
に
望
む
か
、
ど

の
よ
う
な
生
徒
を
育
て
た
い
か
と

い
う
目
標
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で

す
」
と
話
し
た
。 

(

燕
・
鴻
・
鷽) 

基
準
と
合
致
さ
せ
や
す
い
上
、
部

分
点
が
な
く
、
採
点
が
し
や
す
か

っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

一
方
、
国
語
の
記
述
式
問
題
は
、

生
徒
①
②
（
国
語
の
記
述
を
解
い

た
生
徒
２
人
）
ど
ち
ら
と
も
自
己

採
点
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
役
、
教

師
の
採
点
と
の
間
に
ず
れ
が
生
じ

た
。
ま
ず
自
己
採
点
と
教
師
採
点

は
、
生
徒
①
は
３
問
中
１
問
、
生

徒
②
は
３
問
中
２
問
、
評
価
に
ず

第
１
部
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
テ
ー

ジ
は
、『
剣
闘
士
の
入
場
』
の
力
強

い
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
に
続
く
華
や

か
な
音
色
で
始
ま
る
。
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
作
曲
『
ス
ラ
ブ
行
進
曲
』

で
は
、
ス
ラ
ブ
民
謡
の
悲
哀
に
満

ち
た
旋
律
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
フ

ィ
ナ
ー
レ
で
観
客
を
魅
了
し
た
。 

第
２
部
の
ポ
ッ
プ
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
部
員
が
サ
ン
タ
の
帽
子
を
か

設
問
に
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を

３
人
以
上
割
り
当
て
て
行
う
と
し

て
い
た
。) 

 

問
わ
れ
る
採
点
の
「
正
確
性
」 

 

結
果
、
数
学
Ⅰ
Ａ
記
述
式
問
題

で
は
、
生
徒
役
２
人
は
と
も
に
自

己
採
点
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
役
、

先
生
の
採
点
す
べ
て
で
結
果
が
一

致
し
た
。
理
由
と
し
て
、
数
学
Ⅰ

Ａ
の
記
述
式
問
題
は
、
解
答
に
パ

タ
ー
ン
が
あ
ま
り
な
い
た
め
採
点

12
月
17
日(

火)

、
２
０
２
０
年
度
か
ら
始
ま
る
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
国

語
と
数
学
Ⅰ
Ａ
の
記
述
式
問
題
導
入
を
延
期
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
編

集
部
は
、
進
路
指
導
部
の
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
ま
た
、
実
際
の
記
述
式
問
題
の
採
点

を
再
現
す
る
実
験
も
行
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

編
集
部
共
同
取
材) 

っ
た
の
は
良
い
こ
と
だ
が
、
そ
れ

な
ら
初
め
か
ら
導
入
す
る
と
言
わ

な
い
で
欲
し
か
っ
た
」（
１
年
・
Ｓ

く
ん
）
、
「
大
人
の
都
合
で
受
験
生

が
振
り
回
さ
れ
る
の
は
ど
う
か
と

思
う
。
延
期
し
て
当
然
」
（
１
年
・

Ｈ
さ
ん
）
と
い
う
意
見
が
挙
が
る

一
方
で
「
導
入
し
な
い
に
し
て
も

結
局
現
段
階
で
詳
し
い
こ
と
は
決

ま
っ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
延
期

し
な
く
て
良
か
っ
た
」（
２
年
・
Ｓ

さ
ん
）
、
「
記
述
問
題
導
入
に
は
日

本
人
の
思
考
力
を
上
げ
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ
た
か
ら
、
や
っ

て
も
良
か
っ
た
と
思
う
」
（
１
年
・

Ｙ
さ
ん
）
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。 
 

大
学
入
試
の
あ
る
べ
き
姿
と
は 

 

進
路
指
導
部
の
山
田
功
司
先
生

は
、
記
述
式
問
題
導
入
に
対
し
て

は
賛
成
だ
が
、
制
度
設
計
に
問
題

が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
記
述
の

採
点
は
、
そ
の
問
題
を
出
す
意
図

を
共
有
し
て
い
る
人
同
士
で
な
い

と
で
き
な
い
。「
そ
れ
が
１
万
人
の

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
で
で
き
る
か
ど

う
か
が
今
回
問
題
に
な
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
」
と
自
身
の
見
解
を

述
べ
た
。 

一
方
、「
確
か
に
記
述
式
問
題
は

自
己
採
点
が
し
に
く
い
が
、
記
述

式
問
題
を
導
入
す
る
こ
と
自
体
は

悪
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
山
田
先

 

錦
城
生
の
意
見
は…

 
 

今
回
、
英
語
民
間
試
験
・
記
述

式
問
題
の
導
入
は
延
期
さ
れ
た
。

つ
い
て
は
、
年
内
に
設
置
す
る
検

討
会
議
で
約
１
年
か
け
て
新
た
な

枠
組
み
に
つ
い
て
結
論
を
出
す
と

い
う
こ
と
だ
。(

12
月
18
日
朝
日

新
聞
よ
り
） 

錦
城
生
か
ら
は
「
記
述
問
題
に

向
け
て
準
備
し
て
き
た
か
ら
、
急

に
や
ら
な
く
な
っ
た
の
に
は
怒
り

を
感
じ
る
」（
２
年
・
Ｙ
さ
ん
）
、「
受

験
生
が
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
く
な

記述式の見送りを伝える各社新聞と共通テストプレ問題の解答用紙 

１１月３日（日）に将棋部が２０

１９年度全国高等学校文化連盟将

棋新人大会東京地区予選・関東大会

東京予選に出場し、金ユリさん（２

Ｄ）が女子の部において２位という

成績を残した。この結果に伴い、金

さんは１２月２２日（日）の関東大
真剣な眼差しで 

将棋を指す金さん 

舞台上には「アナ雪」に登場の 

エルサとオラフのパネルも 

こ
こ
か
ら
は
次
の
よ
う
な
場
面
を
想
像
し
て
読
ん
で
欲

し
い
▼
あ
る
女
の
子
が
、
お
父
さ
ん
と
車
に
乗
っ
て
移
動
し

て
い
る
と
き
に
交
通
事
故
に
遭
っ
た
。
お
父
さ
ん
は
別
の
病

院
に
搬
送
さ
れ
、
女
の
子
は
緊
急
搬
送
さ
れ
て
手
術
を
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
医
者
が
手
術
室
に
入
っ
て
来
る
と
「
私
の

娘
じ
ゃ
な
い
か
！
」
と
言
っ
た
▼
こ
こ
で
質
問
だ
。
あ
な
た

は
違
和
感
を
持
っ
た
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
い
な
い
は
ず
の
お

父
さ
ん
が
幽
霊
に
な
っ
て
出
て
き
た
と
思
っ
た
人
も
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
実
は
医
者
は
お
母
さ
ん
だ
っ
た
の
だ
▼
こ
の
話
は
先

日
、
英
語
の
授
業
で
と
あ
る
先
生
が
話
し
て
い
た
も
の
だ
。
話
の
テ
ー

マ
は
「
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
」
。
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
は
、
固
定
観
念
や

思
い
込
み
の
こ
と
だ
。
「
医
者
は
男
性
」
の
他
に
も
、
日
本
人
は
き
れ

い
好
き
、
錦
城
生
は
真
面
目
、
な
ど
多
く
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
世
の

中
に
溢
れ
て
い
る
▼
男
女
間
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
解
消
す
る
た
め

に
、
法
律
や
制
度
が
変
更
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
看
護
士
が
そ
の
一
例

だ
。
女
性
は
看
護
婦
、
男
性
は
看
護
士
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
２
０
０

２
年
以
降
名
称
が
統
一
さ
れ
た
▼
し
か
し
、
制
度
が
変
わ
っ
て
も
問
題

は
残
っ
て
い
る
。
例
え
ば
戦
前
に
比
べ
れ
ば
女
性
の
大
学
進
学
率
は
男

性
に
近
づ
い
た
が
、
そ
れ
で
も
「
女
性
の
能
力
の
方
が
低
い
」
と
考
え

ら
れ
た
医
学
部
不
正
入
試
問
題
な
ど
ま
だ
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
的
な
偏

見
も
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
一
人
ひ
と
り
の
心
持
ち
が
変
わ
ら
な

け
れ
ば
偏
見
は
残
っ
た
ま
ま
だ
▼
ア
メ
リ
カ
の
警
句
家
メ
ー
ソ
ン
・
ク

ー
リ
ー
は
「
『
そ
れ
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
』
は
、
お
も
し
ろ
い
人
生
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
た
。
自
分
と
は
違
う
見
方
や
考
え

方
も
受
け
入
れ
ら
れ
れ
ば
、
人
生
が
よ
り
豊
か
に
な
る
。
そ
れ
に
、
そ

の
社
会
の
方
が
過
ご
し
や
す
い
▼
私
た
ち
に
は
染
み
つ
い
て
し
ま
っ

た
思
い
込
み
が
あ
る
。
私
は
そ
の
こ
と
を
心
に
留
め
て
物
事
と
向
き
合

っ
て
い
き
た
い
。
真
面
目
な
錦
城
生
が
い
れ
ば
、
個
性
的
な
錦
城
生
も

い
る
。「
そ
れ
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

卵) 

一
面
：
新
大
学
入
試
特
集
第
２
弾 

 
 

 

１
年
生
進
路
の
ヒ
ン
ト
を
得
る 

二
面
：
名
簿
か
ら
考
え
る
「
さ
ん
・
く
ん
」
問
題 

 
 

 

長
年
親
し
ま
れ
た
食
堂
チ
ー
フ
吉
川
さ
ん
退
職 

 

 

12
月
13
日(

金)

、
１
年
生
の
情

報
集
中
講
義
が
行
わ
れ
た
。
希
望

の
学
部
に
つ
い
て
、
大
学
の
先
生

か
ら
話
を
聞
い
た
。 

 

六
法
を
吟
味
す
る
「
法
学
」 

 

法
学
の
講
義
を
行
っ
た
の
は
、

株
式
会
社
さ
ん
ぽ
う
の
熊
木
健
二

さ
ん
。
法
学
は
、
法
の
解
釈
や
様
々

な
裁
判
事
例
で
ど
の
法
を
適
用
さ

せ
る
か
を
考
え
る
学
問
だ
。 

熊
木
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
法
は
内
容

を
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う
文
が
何
度

も
推
敲
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
自

衛
隊
の
明
記
が
議
論
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
ま
だ
ま
だ
思
考
が
必
要

だ
。「
文
の
真
意
を
読
み
解
く
こ
と

が
好
き
な
人
は
法
学
に
向
い
て
い

る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
た
。 

 

人
間
性
を
養
う
「
教
育
学
」 

 

教
育
学
の
講
義
は
東
京
福
祉
大
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「問題の本質に目を向けて
考えてください」 

裁
判
事
例
を
示
し
な
が
ら 

説
明
す
る
熊
木
さ
ん 

会と来年２月に行われる全国大会へ出場する。 
昨年度は個人で関東大会と団体で全国大会に出場した金さ

ん。その関東大会では入賞まで一歩及ばず、悔しい思いをした

という。大会の雰囲気に呑まれて盤面が見えずに、自分が不利

となってしまう場面があることが、次の大会までの課題だそう

だ。「普段の力を発揮できるよう、実戦経験を積んで努力してい

きたいです」と意気込みを見せた。           （菘） 

 れ
が
生
じ
た (

表)

。
生
徒
②
は

「
記
述
の
答
え
を
問
題
用
紙
に
書

き
写
す
時
間
が
十
分
に
と
れ
な
か

っ
た
」
と
話
す
。 

さ
ら
に
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
役
と

教
師
の
採
点
で
は
、
生
徒
①
②
を

通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
１
問
だ
け
ず
れ

が
生
じ
た
（
表
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

１
人
よ
り
も
複
数
で
採
点
を
行
う

方
が
よ
り
正
確
な
結
果
に
な
る
と

言
え
る
。
し
か
し
、
学
生
ア
ル
バ

イ
ト
役
と
教
師
の
採
点
が
完
璧
に

一
致
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
学

生
ア
ル
バ
イ
ト
役
と
し
て
採
点
を

行
っ
た
編
集
委
員
は
「
１
つ
の
答

え
に
対
し
て
た
く
さ
ん
の
表
現
方

法
が
あ
る
の
で
、
採
点
基
準
が
決

ま
っ
て
い
て
も
、
ど
こ
ま
で
を
正

解
に
し
て
い
い
の
か
悩
み
ま
し

た
」
と
感
想
を
話
し
た
。 

 

＊ 

＊ 

＊ 
 

記
述
式
問
題
の
導
入
は
、
２
０

２
０
年
度
は
見
送
り
と
な
っ
た

が
、
こ
れ
か
ら
記
述
採
点
の
正
確

さ
・
公
平
さ
を
ど
う
高
め
て
い
く

の
か
。
延
期
だ
か
ら
と
他
人
事
に

せ
ず
、
当
事
者
と
し
て
今
後
の
動

向
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。 

る
ガ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
室
内
楽

部
と
小
平
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ

る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

か
れ
た
。
室
内
楽
部
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
の
定
番
曲
『
サ
ン
タ
が
町
に

や
っ
て
く
る
』
や
、
多
く
の
世
代

に
愛
さ
れ
る
ジ
ブ
リ
の
メ
ド
レ
ー

な
ど
を
演
奏
。
多
く
の
観
客
が
手

拍
子
な
ど
を
し
て
、
大
い
に
盛
り

上
が
っ
て
い
た
。 

 

演
奏
終
了
後
、
部
員
の
堀
島
紗

良
さ
ん(

２
Ⅰ)

に
取
材
を
行
っ

た
。
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
今

月

20
日
に
ル
ネ
こ
だ
い
ら
で
行

わ
れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

に
向
け
た
準
備
も
あ
り
十
分
な
練

習
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た
そ
う

だ
。
し
か
し
本
番
で
は
で
き
る
限

り
の
演
奏
を
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
。
錦
城
生
に
向
け
て
「
20

日
に
は
室
内
楽
部
が
目
標
と
し
て

き
た
立
体
感
の
あ
る
演
奏
が
届
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
ぜ

ひ
来
て
く
だ
さ
い
！
」
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
っ
た
。(

卵
・
菘
・
雀) 

ぶ
り
ク
リ
ス
マ
ス
の
定
番
曲
を
披

露
。『
赤
鼻
の
ト
ナ
カ
イ
』
の
演
奏

後
に
は
毎
年
恒
例
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

企
画
も
開
催
さ
れ
た
。
第
２
部
最

後
に
演
奏
さ
れ
た
の
は
、『
ア
ナ
と

雪
の
女
王
よ
り
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ

ク
・
ハ
イ
ラ
イ
ト
』
。
有
名
な
ア
ナ

雪
の
劇
中
の
挿
入
歌
を
迫
力
あ
る

吹
奏
楽
で
表
現
し
、
観
客
を
映
画

の
世
界
へ
と
引
き
込
ん
で
い
た
。 

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
恒
例
の
『
宝

島
』
で
盛
り
上
が
り
、
会
場
は
盛

大
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。 

 

室
内
楽
部 

 

12
月
15
日(

日)

に
、
錦
城
高

校
か
ら
徒
歩
５
分
の
と
こ
ろ
に
あ

クリスマスらしい荘厳な

音色を響かせる 

 

錦城生と 

大学入試 

問１ 問２ 問３

自己採点 ア ア オ
学アル１採点 ウ イ オ
学アル２採点 ア イ オ
学アル３採点 ア イ オ
先生採点 ア イ オ
自己採点 ア ア オ

学アル１採点 ウ イ エ
学アル２採点 ウ イ オ
学アル３採点 ウ イ オ
先生採点 ウ イ オ

生徒①

生徒②

国語の記述式問題の採点結果（表） 



（２） 

 

No.３１３（RE） ２版 

 

Ⓒ錦城高校新聞委員会編集室 201９ ２０１９年（令和元年）１２月２０日（金曜日） 

・・・・・・・ 

前から日本の文化が大好きでした。実際に古典の文章を勉強したり、書道を体験したりして、たくさんの日

本文化に触れることができたので良かったです」と振り返る。 

 最後にアネリーさんは錦城生に向けて「みなさんとたくさんお話しできて良かったです。ドイツにもぜひ

来てくださいね。Danke（ありがとうございました）！」とメッセージを送った。         （鷽） 

 

留学生のヴィルト・アネリーさん（１J）は、来年の１月に９か月間に渡る

留学生活を終えて母国ドイツに帰国する。そこで１２月３日（火）に、錦城

で過ごした生活の中で印象に残っていることについてインタビューした。 
 アネリーさんは留学中の１番楽しかった思い出として、４月に行われた宿

泊研修を挙げる。「まだ日本に来たばかりで日本語がほとんど話せませんでし

たが、みんなと仲良くなれてとても嬉しかったのを覚えています」と話した。

錦城祭で、所属していたギター同好会の発表を行ったことも貴重な経験だっ

たという。また、勉強面では古典と書道が興味深かったそうだ。「日本に来る
「多くの人と仲良くなれて 

嬉しかったです」 

 

大
会
報
告 

 H

錦
城
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施 

 

ま
ず
初
め
に
「
錦
城
の
男
女
別

の
出
席
番
号
に
違
和
感
は
あ
り
ま

す
か(
質
問
１)

」
と
い
う
質
問
を

行
っ
た
。
す
る
と
全
体
の

83
％

(

２
９
３
人)

が
、
違
和
感
は
「
な

い
」
と
回
答
。
理
由
の
１
位
は
「
中

学
か
ら
男
女
別
だ
っ
た
か
ら
」
で

あ
っ
た
。
ま
た
、「
世
の
中
で
は
男

性
が
先
の
も
の
が
多
い
か
ら
」
や

「
男
女
別
が
あ
た
り
ま
え
の
風
潮

だ
か
ら
」
と
い
う
意
見
も
挙
が
っ

た
。
一
方
、
違
和
感
が
「
あ
る
」
と

回
答
し
た
人
は
17
％(

62
人)

。
理

由
の
１
位
は
「
中
学
が
男
女
混
合

だ
っ
た
か
ら
」
で
あ
っ
た
。
ち
な
み

に
「
中
学
校
で
の
出
席
番
号
は
男

女
別
、
男
女
混
合
ど
ち
ら
で
し
た

か(

質
問
２)

」
と
い
う
質
問
で
は
、

「
男
女
別
だ
っ
た
」
が
64
％(

２

２
８
人)

「
男
女
混
合
だ
っ
た
」
が

36
％(

１
２
７
人)

と
い
う
結
果

と
な
っ
た
。 

 

次
に
「
出
席
番
号
は
男
女
別
と

男
女
混
合
ど
ち
ら
が
良
い
で
す
か

(

質
問
３)

」
と
い
う
質
問
で
は
、
全

体
の
65
％(

２
１
６
人)

が
「
男
女

別
が
良
い
」
と
回
答
。
そ
の
理
由
に

は
、
男
女
の
人
数
を
一
目
で
把
握

し
や
す
い
な
ど
「
便
利
だ
か
ら
」
と

い
う
意
見
、
「
ク
ラ
ス
替
え
の
時
、

同
性
同
士
で
席
が
近
い
と
話
し
や

す
い
」
と
い
う
意
見
が
挙
げ
ら
れ

た
。
一
方
、
「
男
女
混
合
が
良
い
」

と
回
答
し
た
の
は
35
％(
１
１
７

人)

。
主
な
理
由
に
は
「
男
女
で
分

け
る
意
味
が
見
当
た
ら
な
い
」
、

「
差
別
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意

見
も
見
ら
れ
た
。 

 H

中
学
校
か
ら
の
慣
習
が
影
響
？ 

  

質
問
１
で
錦
城
の
男
女
別
出
席

番
号
に
違
和
感
あ
る
、
な
い
の
ど

ち
ら
の
回
答
理
由
も
、
１
位
に
「
中

学
時
代
」
の
形
式
が
挙
が
っ
た
。
中

学
が
男
女
混
合
だ
っ
た
生
徒
は
違

和
感
「
あ
る
」
を
、
男
女
別
だ
っ
た

錦
城
高
校
新
聞
の
「
さ
ん
・
く
ん
」
の
呼
称
を
考
え
る
第
３
弾
は
、
名
簿
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
。
錦
城
で
は
現
在
男
女
別
名
簿
を
採
用
し
て
い
る
。
錦
城
生
が
現
在
の
名
簿
を
ど

う
感
じ
て
い
る
の
か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
(

編
集
部
共
同
取
材) 

１２月１４日（土）、１年Ｇ・Ｉ・Ｊ・Ｋ・Ｌ組、２年Ａ・Ｂ・Ｅ・Ｈ・Ｌ組の１０クラス計３５６人に 

男女の名簿に関するアンケートを行った。結果として、多くの生徒が錦城の現在の名簿の形式に 

違和感はないと答え、現在のままで良いという意見が多くを占めた。 

 

職
員
の
村
田
さ
ん
と
山
崎
さ
ん

に
よ
る
と
、
小
平
市
の
全
て
の
公

立
小
中
学
校
が
男
女
混
合
名
簿
を

使
用
し
て
い
る
と
い
う
。
全
国
的

に
も
、
現
在
は
公
立
の
学
校
で
は

男
女
別
名
簿
の
方
が
少
な
く
、
男

女
別
と
混
合
の
２
種
類
を
使
い
分

け
て
い
る
と
こ
ろ
も
。
し
か
し
、
男

11
月
16
日(

土)

三
輪
田
学
園

高
校
で
、
東
京
都
の
新
聞
部
・
委
員

会
を
対
象
に
新
聞
の
作
り
方
を
共

は
、
「
人
の
意
見
を
起
点
に
し
て
、

そ
こ
に
自
分
の
意
見
を
重
ね
て
話

し
合
い
が
深
ま
っ
て
い
く
よ
う
に

心
が
け
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ

た
。
指
定
さ
れ
た
記
事
の
見
出
し

を
班
で
決
め
る
と
い
う
シ
ン
プ
ル

な
作
業
だ
っ
た
が
、
多
く
の
収
穫

を
得
ら
れ
た
会
と
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 

セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
た
の
は
、

三
輪
田
学
園
高
校
の
寺
見
忍
先

生
。
寺
見
先
生
は
今
回
行
っ
た
見

来年のこうち総文 

参加決定！ 

 

出
し
付
け
を
振
り
返
り
「
み
ん
な
、

一
生
懸
命
に
考
え
て
い
て
よ
か
っ

た
で
す
。
当
た
り
前
す
ぎ
ず
、
読
む

人
の
興
味
を
引
く
よ
う
な
見
出
し

が
多
く
あ
っ
て
面
白
か
っ
た
で

す
」
と
話
し
た
。
ま
た
、
校
内
新
聞

を
作
っ
て
い
る
数
少
な
い
新
聞
仲

間
と
の
集
ま
り
を
大
切
に
し
て
ほ

し
い
と
い
う
。
最
後
に
寺
見
先
生

は
「
新
聞
は
自
分
た
ち
が
楽
し
ん

で
作
っ
て
初
め
て
、
み
ん
な
に
楽

し
ん
で
読
ん
で
も
ら
え
る
も
の
が

作
れ
ま
す
」
と
語
っ
た
。（
卵
・
雀) 

 

将
棋
部 

11
月
３
日(

日) 

▽
２
０
１
９
年
度
全
国
高
文
連
将

棋
新
人
大
会
東
京
地
区
予
選
・
関

東
大
会
東
京
予
選 

女
子
の
部 

金
ユ
リ
さ
ん(

２
Ｄ)

２
位 

関
東
大
会 

全
国
大
会
出
場
決
定 

 

軽
音
楽
部 

12
月
15
日(

日) 

▽
Ｔ-

Ｂ
ａ
ｎ
ｄ 

Ｂ
ｕ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ 

準
グ
ラ
ン
プ
リ 

Ｌ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ 

新
聞
委
員
会 

12
月
17
日(

火) 

▽
第
24
回
全
国
高
校
新
聞 

 
 

 
 

 
 

年
間
紙
面
審
査
賞 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

入
賞  

12
月
14
日(

土) 

図
書
委
員
会 

 

中
央
委
員
会 

常
時
活
動
中 

生
徒
会
報
発
行 

「こだわりを捨て、手探り

で変えていきましょう」 

 
 学

芸
大
教
授
に
取
材 

 

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、

東
京
学
芸
大
学
の
及
川
英
二
郎
教

授
に
取
材
し
た
。
編
集
委
員
の
知
り

合
い
が
現
在
及
川
先
生
の
ゼ
ミ
生

だ
っ
た
た
め
、
紹
介
し
て
い
た
だ
い

た
。
先
生
は
、
大
学
で
歴
史
的
な
出

来
事
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
視
点

で
考
察
し
た
り
、
性
教
育
な
ど
に
つ

い
て
研
究
さ
れ
て
い
る
。 

及
川
先
生
は
、
男
女
で
別
名
簿
を

「
隠
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
だ
と
指

摘
。
隠
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
は
、

教
育
現
場
で
表
向
き
で
は
平
等
を

唱
え
て
い
て
も
、
日
常
的
に
差
別
に

つ
な
が
る
行
動
を
し
て
し
ま
う
と

い
う
も
の
だ
と
い
う
。
名
簿
の
他

に
、
敬
称
や
制
服
を
性
別
で
分
け

る
な
ど
も
該
当
す
る
そ
う
だ
。 

 
 対

等
な
関
係
性
築
く
こ
と
大
事 

 

「
男
女
に
区
別
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
前
に
人
間
は
１
人
ひ

と
り
違
っ
た
個
性
を
持
っ
て
い
ま

１
２

.２
～
１
２

.１
９

 

「錦城生から若いパワー
をもらえました」 

 

品
は
「
小
平
名
グ
ル
メ
ウ
ォ
ー
ク
」

で
第
１
位
に
輝
い
た
そ
う
で
す
！ 

製
菓
か
ら
販
売
ま
で
１
人
で
行

っ
て
い
る
店
主
の
真
鍋
智
子
さ
ん

は
「
他
の
お
店
と
同
じ
も
の
を
作

っ
て
い
て
は
埋
も
れ
て
し
ま
う
の

今
回
の
「
こ
だ
い
ら
食
い
倒
れ
」

は
、
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
を
専
門
に

扱
う
「d

o
n

n
a
 café

」
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
！
！
新
小
平
駅
が
最

寄
り
で
、
錦
城
か
ら
は
自
転
車
で

約
25

分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

コ
ダ
イ
ラ
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
さ
れ

て
い
る
の
は
小
平
の
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
を
使
っ
た
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ガ

ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
」
。
な
ん
と
こ
の
商

で
、
女
性
が
好
み
そ
う
な
し
っ
と

り
感
や
低
カ
ロ
リ
ー
、
生
チ
ョ
コ

感
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
「d

o
n

n
a
 

ca
fé

」
で
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
以
外

に
も
、
オ
レ
ン
ジ
や
イ
チ
ゴ
な
ど

全
５
種
類
の
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
を

作
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
店
舗
を

持
た
ず
自
宅
の
一
室
で
、
多
い
日

に
は
１
０
０
個
か
ら
１
５
０
個
も

の
数
を
手
作
り
し
て
い
る
真
鍋
さ

ん
。
将
来
へ
の
思
い
を
聞
く
と
「
死

ぬ
ま
で
働
い
て
い
た
い
の
で
、
小

さ
な
喫
茶
店
を
持
ち
た
い
で
す
」

と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
！ 

食
べ
て
み
る
と
濃
厚
で
滑
ら
か

な
舌
触
り
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な

香
り
が
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、

と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
！ 

現
在
催
事
出
店
も
行
っ
て
い
る

「d
o
n

n
a
 ca

fé

」
。
マ
ル
イ
中
野

店
で
12

月
22

日(

日)

か
ら
25

日

(

水)

に
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
こ
の
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
を
食
べ

て
み
て
く
だ
さ
い
！ 

   
(

卵) 
 

ブルーベリーガトーショコラ 

１カップ２７０円！ 

 

錦城の食堂で１７年間勤務してきた吉川康子さんが、１２月１４日

（土）をもって定年退職された。吉川さんは食堂チーフとして「おばサ

ンド」や、並べると必ず完売する「焼きカレー」など多くの人気メニュ

ーを開発したり、錦城生に食堂を使う上でのマナーを啓発したりと、錦

城生に温かく居心地のいい食堂を常に提供してくれた。 

勤務していた１７年間で心に残っているエピソードを聞くと、入学し

てから卒業するまでの３年間、「綺麗なお姉さん、安くして！」と話しか

けてきた男子生徒がいたという話などを懐かしそうに語った。また、落
ちている食券を見つけると、届けに来てくれるのが錦城生の良いところをだと話す。つい先日も錦城ラ

ーメンとカレーうどんの食券を届けた生徒がいたそう。「無くした生徒の元に食券が戻ると嬉しいです。

食券をなくしても誰かが届けてくれているかもしれないので、食堂に聞きに来てください」と吉川さん。

最後に「生徒さんとのコミュニケーションが楽しくて、今まで続けることができました。よく挨拶をし

て、正直に生きている錦城生が大好きです」と錦城生へメッセージを送ってくれた。      （卵） 

 

 

錦城の男女別の出席番号に 

違和感はありますか（質問１） 

 

す
。
わ
ざ
わ
ざ
男
女
と
い
う
違
い
を

取
り
出
し
て
分
け
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
及
川
先
生
。
ま
た
、
名

簿
を
男
女
別
の
ま
ま
に
し
て
お
く

こ
と
に
つ
い
て
「
変
更
し
た
後
の
解

放
感
は
、
今
ま
で
の
や
り
方
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
間
は
、
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
」
と
話
す
。 

ま
た
、
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
ー
の
人
に
違
和
感
を
持
た
せ
る

行
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す

る
の
は
難
し
い
と
及
川
先
生
は
話

す
。
「
違
和
感
を
持
っ
て
い
る
人
は

必
ず
い
ま
す
。
自
分
と
相
手
の
関
係

を
対
等
に
し
、
相
手
が
嫌
な
こ
と
を

嫌
だ
と
言
え
る
関
係
性
を
築
く
こ

と
が
大
切
で
す
」
と
語
っ
た
。 

 
 

 

女
混
合
名
簿
に
反
対
と
い
う
声
も

あ
り
、
そ
の
良
し
悪
し
を
一
概
に

言
う
こ
と
は
で
き
な
い
そ
う
だ
。 

村
田
さ
ん
は
、
日
本
に
お
け
る

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
割
合
は
約

13
人
に

１
人
（
電
通
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ラ

ボ
の
調
査
よ
り
）
で
、
ク
ラ
ス
に
３

～
４
人
い
て
も
お
か
し
く
な
い
と

語
る
。
今
回
の
錦
城
生
へ
の
男
女

名
簿
ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
男
女
別
名

簿
に
違
和
感
を
覚
え
な
い
」
と
い

う
人
が
多
か
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、「
普
段
意
識
し
な
い
よ
う
な
こ

と
で
も
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
に
と
っ

て
は
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
」
と
村
田
さ
ん
。
２
人
は

「
若
い
う
ち
か
ら
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
や

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
多
く
の

こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と

話
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

＊ 

＊ 

＊ 
 

生
徒
は
違
和
感
「
な
い
」
と
答
え
る

傾
向
に
あ
っ
た
。
質
問
２
と
質
問

３
を
比
較
す
る
と
、
中
学
時
代
の

男
女
別
・
混
合
で
あ
っ
た
割
合
と
、

（
こ
れ
か
ら
）
出
席
番
号
は
男
女

別
・
混
合
ど
ち
ら
が
良
い
か
の
選

択
の
割
合
が
ほ
ぼ
一
致
し
た
。
実

際
、
中
学
校
で
男
女
別
だ
っ
た
人

の
ほ
と
ん
ど
は
、「
（
こ
れ
か
ら
も
）

男
女
別
で
良
い
」
と
答
え
て
い
る
。

こ
の
結
果
は
、
多
く
の
生
徒
が
中

学
時
代
か
ら
の
名
簿
の
や
り
方
に

慣
れ
て
お
り
、
そ
の
や
り
方
を
「
当

た
り
前
」
と
考
え
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。 

一
方
で
、
少
数
派
に
な
っ
た
が
、

錦
城
の
男
女
別
出
席
簿
に
違
和
感

が
あ
る
と
回
答
し
た
生
徒
の
中
に

は
「
い
つ
の
間
に
か
男
女
の
間
に

壁
を
ひ
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
す

る
」「
今
の
時
代
に
は
あ
っ
て
い
な

い
の
で
は
」
と
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
観

点
か
ら
意
見
を
述
べ
て
い
る
人
も

い
た
。 

 
 小

平
市
に
お
け
る
男
女
の
名
簿 

 

錦
城
生
は
こ
の
よ
う
な
意
見
の

割
合
と
な
っ
た
が
、
例
え
ば
、
地
元

小
平
市
は
ど
ち
ら
の
名
簿
を
採
用

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
小
平
市

の
萩
山
駅
徒
歩
５
分
の
と
こ
ろ
に

あ
る
、
小
平
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
ひ
ら
く
」
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
っ
た
。「
ひ
ら
く
」
で
は
、
小

平
市
の
男
女
平
等
な
社
会
を
目
指

す
た
め
の
活
動
拠
点
。
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
広
報
誌
の
発
行
や

講
演
会
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。 

有
す
る
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
た
。 

 
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
紙
面
の
見
出

し
付
け
。
ま
た
講
習
後
に
は
第
35

回
東
京
都
高
等
学
校
新
聞
コ
ン
ク

ー
ル
の
授
賞
式
も
行
わ
れ
、
錦
城

高
校
は

12
年
連
続
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
。
そ
の
た
め
、
来
年
行

わ
れ
る
「
こ
う
ち
総
文
」
へ
の
参
加

も
決
定
し
た
。 

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
た
本

郷
高
校
の
本
間
叶
人
く
ん
（
１
年
）

中学校での出席番号は男女別、 

男女混合どちらでしたか(質問２) 

 

出席番号は男女別と男女混合 

どちらが良いですか(質問３) 

今
回
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
中
に
「
名
簿
の
や
り
方
な
ん
て

ど
う
で
も
い
い
」
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
改
め
て
意
識
す

る
こ
と
も
大
事
か
も
し
れ
な
い
。

「
さ
ん
・
く
ん
」
の
呼
称
や
名
簿
形

式
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
も
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
意
見
あ
れ
ば

編
集
部
ま
で
！ 

「社会に出るとジェンダーを

感じる瞬間が多くなります」 
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